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　前回は、腎疾患において腎生検検査が、正確な診断を下し、治療方針決定のために必要であることをお話し
しましたが、今回は腎生検の実際についてお話しします。
　当院の腎生検はその他の施設と同様、入院にて行っています。入院期間は、基本的に4日間（例：水曜日入院、
土曜日退院）となっています。
入院1日目に、一般的な血液検査のほかに、検査の詳しい説明をいたします。
2日目午後に腹部エコー室にて、腎生検検査を行います。当日夜と翌日に点滴と血液検査を行い、体調やデータ
に異常がなければ、4日目朝に退院となります。この検査で得られた腎臓組織は検査センターに提出し、腎臓病理
専門医が顕微鏡で見る他に特殊染色検査など必要に応じて行い、診断いたします。検査結果が出るのは、約2
週間後になります。その結果をみて、主治医が今後の治療方針を決定いたします。
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，　腎生検が必要とされる状態
①腎臓由来と考えられる血尿が持続するとき
②一日の蛋白尿が、0．3～0．5g以上みられるとき
③大量の蛋白尿や浮腫がみられる（ネフローゼ）とき
④急激に腎機能が悪化し、腎炎が疑われるとき
⑤原因不明の腎機能障害があり、腎臓の大きさが正常
@範囲のとき
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　腎生検は検査台の上でうつぶせの姿勢にて腰のあたりを十分消毒したあとに、超音波にて腎臓の位置を確
認しながら、局所麻酔下でボールペンの芯程度の太さの針を2～3回刺して、腎臓の組織を採取します。このとき
患者様は医師の指示に合わせて、10秒程度息を止めていただく必要があります。検査時間は約30分間ですが、
検査終了後も翌朝までベッド上安静となります。健康保険の適応となり、費用は3割負担として食事代なども含め
5万円程度です。
　残念ながら合併症（；検査に伴う避けられない不利益）は、統計上歯2％の患者様に起こるとされています。
その内訳は、出血とそれに伴う貧血が一番多く、感染や腎機能低下がそれに続きます。軽いとは言え、痛みも伴う
検査ですので、腎臓病が疑われる患者すべてにこの検査をお勧めする訳ではありません。日本腎臓学会では表
1のような場合に腎生検を考慮するとしています。
また腎生検検査の必要性があっても、表2にあてはまるような患者様には、検査を控える事があります。詳しくは、
循環器腎臓内科担当医にご相談ください。当院オリジナルのパンフレットもご用意しています。
（循環器腎臓内科　春原伸行）
腎生検を避けるべき状態
①長期間の腎機能低下があり、腎臓が小さくなって
@いるとき
②多発性のう胞腎のとき
③血が止まりにくい体質、もしくは抗血小板剤の内服
@を止められないとき
④腎臓に感染があるとき
⑤コントロールされていない高血圧があるとき
⑥検査中の協力（息止めなど）や検査後の安静が守ら
@れないとき
⑦検査の必要性とそれに伴う危険性に納得されないとき
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